
平成２４年１０月５日
岡山地区化学工学懇話会　会員各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山地区化学工学懇話会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　安　達　博　治
岡山地区化学工学懇話会　第５１回化学工学コロキウムの開催について（ご案内）

　　平素より当懇話会の運営につきましては、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　　さて、第５１回コロキウムを下記のとおり開催いたします。皆様奮ってご参加ください。

記
　１　日　　　時　　平成２４年１１月５日（月）　１５：３０～１７：００
　２　会　　　場　　岡山大学津島キャンパス工学部４号館４階 第１４講義室（岡山市北区津島３－１－１）
交通案内 ：http://www.eng.okayama-u.ac.jp/access/access.html
※公共交通機関をご利用ください

　３　講演内容　　「液中粒子表面ミクロ構造と工学プロセス」
                     京都大学工学研究科
インテックセンター微粒子材料の製造プロセス技術開発ラボ
名誉教授　東谷　公 氏
　　　　　　　　　　
【概 要】電子材料、光学材料、セラミックス、食品、化粧品、薬剤、顔料など、多くの機能性材料は、その製造プロセスにおいて、微粒子サスペンション（コロイド）として存在することが多い。これらのコロイド粒子のプロセス中での挙動が、生成した機能性材料の性能に大きく影響することは良く知られている。
　講師は、コロイド・媒体界面における溶存イオン、界面活性剤、高分子などの吸着が、工学プロセスにどの様に影響するかを、種々の条件に対して、原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）やシミュレーションを用いて系統的に検討してきた。その結果、従来のマクロな実験結果から推定されてきたメカニズムに重要な間違いのあることや、ナノオーダの表面構造は粒子のマクロ挙動に大きく影響すること等を明らかにしてきた。
そこで、ここでは微粒子表面ナノ構造が、微粒子分散系マクロ特性へ及ぼす影響の具体例と、金ナノ粒子の表面特性を巧みに利用したフレキシブル透明導電膜の開発の成功例について述べる。
４　参　加　費　　無　料
　５　申　込　み　　参加申込書を１０月３０日（火）までにFAX・E-mailで事務局までお送りください。

６　事　務　局　　公益財団法人岡山県産業振興財団　技術支援部 研究開発支援課（担当：田原）
〒701-1221　岡山市北区芳賀５３０１

TEL 086-286-9651　　FAX 086-286-9676　　E-mail ytahara@optic.or.jp
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